
 

  

  

  

公表：2024 年 2 月 15 日                                   事業所名 こどもサポート教室「きらり」大阪狭山金剛校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切

である  
〇  

支援と支援の間で利用

者様の入れ替えがある

ときに、多くの人が一度

に校舎へ出入りするた

め、危険の可能性があ

るときは、時間ギリギリ

まで保護者様に付き添

っていただくなどして、

一人で待つことのない

ように心がけている。 

スペースは法令遵守して

いるが、安全面にはくれぐ

れも気をつけて、活用して

いく。また、パーテーション

をより安全に使用できるよ

うにしていく。 

②  職員の配置数は適切である  〇  
    

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境

になっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設

備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適

切になされている  

〇  

トイレ前の段差は、少し

危険なので、目立つよ

うに蛍光テープを貼っ

ている。 

 可能な限り、段差を解消

したい。つまずいたり、転倒

する危険性は高い。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

〇  

毎日の清掃、換気、除

菌に加え、４台の空気

清浄機を使用してい

る。 

   

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
〇  

日常的に利用者様の

情報共有や環境整備

についての気づきを交

流している。 

   

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事

業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等

を把握し、業務改善につなげている  

〇  

振り返りの際に、聞き取

ったことを職員間で共

有し、支援内容につな

がるよう努めている。 

   

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも

に、その結果による支援の質の評価及び改善の内容

を、事業所の会報やホームページ等で公開している  

〇   

   

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
〇  

    

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
〇  

きらりや自治体の研修

に参加し、職員間で共

有している。 

  

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

〇  

こまめな情報の共有、

保護者様との積極的な

対話により、個別支援

計画を作成している。 

継続して丁寧な振り返りや

相談があれば必要に応じ

て対応させていただくとと

もに、新たに得られた情報

があれば随時職員間での

情報の共有や意見交換を

行い、課題の分析や充実し

た支援提供になるよう個別

支援計画の作成に努める。 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している  
〇  

発達検査などについて

は、保護者様からご提

供いただいた際に職員

間で共有している。 

 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

〇   

   

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  〇  

常に個別支援計画は

確認・閲覧しやすいよう

に整頓して保管してい

る。 

 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  〇  

支援前や後に情報交

換などを行い、支援プ

ログラムの創意工夫を

行っている。 

   

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  〇  

個別支援計画のそれぞ

れの目標を軸に、職員

の持ち味や得意なとこ

ろを活かした支援を提

供することを心掛け、活

動プログラムの固定化

につながらないように

努めている。 

   

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
〇  

小集団活動を取り入

れ、利用者様同士で交

流できる機会を設けて

いる。 

今後も小集団活動を取り

入れていき、利用者様同士

の交流の場を作れるように

努めていきたい。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
〇  

事前に職員間で打ち

合わせを行い、支援を

 



 

  

提供する場所や内容を

共有している。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共

有している  

〇  

ミーティングを日常的

に行い、情報や意見の

交換を行っている。 

今後もミーティングや日常

的なやりとりを通じて、利用

者様の情報の更新を行え

るよう努めていく。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
〇  

支援後の記録を必ず

作成するとともに、次回

支援を担当する職員が

把握しやすいような内

容を記録している。 

今後もミーティングや日常

的なやりとりを通じて、利用

者様の情報の更新を行え

るよう努めていく。また、そ

の中で気づいたことがあれ

ば随時共有していく。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
〇  

    

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

〇  

可能な限り、担当しても

らっている職員も参加

できるように努めてい

る。 

時間や参加される人数に

もよるが、当校舎にお越し

いただき、相談支援事業所

等の担当者をお招きして会

議の場などを設けるように

進めていきたい。 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
〇  

保健センターや大阪狭

山市子育て支援機関と

の連携に努めている。 

   

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

〇  

 現在、該当とされる利用者

様はおられないが、必要と

なった場合は、関係機関と

連携を図る体制はできて

いる。 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

〇  

 現在、該当とされる利用者

様はおられないが、必要と

なった場合は、関係機関と

連携を図る体制はできて

いる。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容

等の情報共有と相互理解を図っている  

〇  

 保護者様から園などのご

様子をお聞きするなどし、

状況の把握に努めている。 

ご要望があったり、必要と

感じたりした際には、関係

機関と連携を図れるように

努めていく。 



 

  

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

〇  

 保護者様から小学校等の

ご様子をお聞きするなど

し、状況の把握に努めてい

る。 

ご要望があったり、必要と

感じたりした際には、関係

機関と連携を図れるように

努めていく。 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

〇  

大阪狭山基幹相談支

援センターや大阪狭山

市通所事業所部会と連

携し、助言や研修の機

会を頂いている。 

 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
 〇 

個別支援であることか

ら、保育園等の連携す

る機会設定が難しい。 

保護者様からのご要望等

があれば、個別ではあるが

連携し活動できる体制は

できている。 

 

㉙  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・

子育て会議等へ積極的に参加している  
〇  

大阪狭山市通所事業

所部会に参加してい

る。 

今後も通所部会に参加し、

連携を図り、情報の共有を

進めていきたい。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
〇  

支援後の振り返りなど

を通して日々情報を交

換するよう努めている。 

 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている  

〇   

 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行

っている  
〇  

ご契約時に重要事項

説明書の説明を通し

て、理解を深めていた

だいている。 

また、ご利用明細書を

必ずお渡しし、必要に

応じて説明も行ってい

る。 

 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

〇  

モニタリング時に個別

支援計画の内容等のご

意見やニーズをお聞き

し、それを踏まえたうえ

で支援計画を作成し、

説明させていただいた

うえで同意を頂いてい

る。 

 



 

  

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
〇  

振り返り時やモニタリン

グなどで、保護者様の

相談をお聞きし、一緒

に考えたりアドバイスを

させていただいたりして

いる。 

 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
〇   

多くの機会は設定できてい

ないが、今後は様々なテー

マを設定し、保護者様同士

の交流につながるようにし

ていきたい。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知

し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対

応している  

〇  

日頃からのミーティン

グや打ち合わせなどを

通して、相談や申し入

れがあるか確認を行っ

ている。 

 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

〇  

定期的な会報の発行

はしていないが、LINE

や教室内掲示物等で

情報提供に努めてい

る。 

   

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  〇  

事務室は仕切られた空

間でないため、職員の

作業中の PCの画面

が見えることがある。 

そのため、スクリーンセ

ーバーをかけたり離席

の際は画面を閉じたり

などの PC画面が見え

ないように努めている。 

 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
〇  

    

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
〇  

個別支援であるため、

地域住民の方々を招待

する機会設定が難し

い。 

見学等のご要望があれ

ば、受け入れに向けて検討

していきたい。 

非

常

時

等

の

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

〇  

様々な状況を想定した

防災訓練を定期的に

実施し、マニュアルの確

認等は行っている。 

利用者様への情報提供が

不十分であるため、工夫し

今後アナウンスできるよう

努めていきたい。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練を行っている  

〇  様々な状況を想定した

防災訓練を定期的に実

 



 

  

対

応 

施し、マニュアルの確認

等は行っている。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
〇  

ご契約時や面談等で

保護者様からヒアリン

グするよう努めている。

また、得た情報は職員

間で共有している。 

 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書

に基づく対応がされている  
〇  

 当事業所では食べ物等の

提供はしていないが、必要

な場合は協力医等と連携

し取り組んでいけるよう努

める。 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
〇  

その日のうちにヒヤリハ

ットの内容を記録・作成

し、本部に報告してい

る。 

 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
〇  

定期的に研修を受講し

ている。また、受講でき

なかった職員には後日

共有している。 

 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分

に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記

載している  

〇  

重要事項説明書に記

載するとともに、ご契約

時に説明したり、個別

支援計画にも記載し、

保護者様に確認を行っ

ていただいている。 

 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2024 年 2 月 15 日    

  

事業所名：こどもサポート教室「きらり」大阪狭山金剛校              保護者等数（児童数）：17 回収数：9 割合：53％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・ 

体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
８ １   

 支援スペース等につ

いては法令順守して

いる。今後も職員間の

情報共有を密にし、衛

生・安全面を配慮しつ

つ、充実した支援を提

供できるように活用ス

ペースの工夫に努め

る。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     ７ １ １  

 職員の配置数につい

ては、法令遵守してい

る。 

内・外部研修等を通じ

て今後も継続して、職

員の資質や専門性を

高めていけるように努

める。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

９    

  

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

９    

 日々の清掃、除菌、換

気等に努め、より安心

してご利用いただける

ようにしている。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
９    

 日頃より、支援中や振

り返りなどからヒアリ

ングを行い、支援計画

に反映するよう努めて

いる。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

９    

 保護者様のご相談や

ご要望を踏まえたうえ

で、それぞれの成長や

お困りごとなどに合わ

せたオーダーメイド支

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

援計画書を作成する

よう努めている。 

また、ご要望があれば

学校や園と連携でき

る体制は整えている。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  ９    

 支援後の振り返りや

モニタリングなどで、

事前にご説明し、それ

に沿った支援を提供

できるよう努めてい

る。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
９    

 今後も支援方法・支

援内容の工夫・改善

に行い、職員の資質

向上に努める。 

⑨  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
３ ４ １ １ 

・コロナのことも

あるので仕方が

ないと思う。 

保護者様から見学等

のご要望があれば、関

係機関と連携をはか

り、実現できる体制を

整えている。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
８ １   

 ご契約時に重要事項

説明書や明細書等を

通して、説明するよう

努めている。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

７ １  １ 

 モニタリング時に個別

支援計画の内容等の

ご意見やニーズをお

聞きし、それを踏まえ

たうえで支援計画を

作成し、説明させてい

ただいたうえで同意を

頂いている。 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
７ １  １ 

  

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

９    

  

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
９    

・毎回説明いた

だいています。 

今後も振り返り時やモ

ニタリングなどで、保

護者様の相談をお聞

きし、一緒に考え、アド

バイスをさせていただ

きたい。 



 

  

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

１  ３ ５ 

 多くの機会は設定で

きていないが、今後は

様々なテーマを設定

し、保護者様同士の

交流につながるように

していきたい。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

９    

  

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
９    

  

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

５ ２  ２ 

 会報などは発行して

いないが、LINE や教

室内掲示、HP などを

活用して様々な情報

の提供を行っている。 

自己評価については

事業所内の掲示や

HP を通じて公表して

いる。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  ６ ２  １ 

 利用者様の個人情

報等は鍵付きのロッ

カーに保管し、流出し

ないように努めてい

る。 

当事業所は事務室と

療育スペースに仕切

りがないので、支援中

では PC をスクリーン

セーバーに設定し、情

報の流出・漏洩になら

ないように努めてい

る。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

５ ２  ２ 

 事業所の出入り口付

近に掲示している。 

また、ご契約時に説明

するように努めてい

る。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
３ １ １ ４ 

 定期的に事業所内で

様々な状況を想定し

た防災訓練を行って

いる。 

一方で、個別療育とい

うこともあり、利用者



 

  

様の複数の参加を踏

まえての訓練は難しい

状況ではある。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  ９    

・きらりに通うの

をとても楽しみに

している。 

・先生と１対１で

接して遊んでも

らえることが楽し

そうです。いつで

も自分だけを見

てくれることが嬉

しいみたいです。 

・楽しんで通って

いる。いつもあり

がとうございま

す。 

今後も楽しく学んでい

ただけるよう、職員の

スキルアップを図ると

ともに、個別プログラ

ムの内容や支援方法

の工夫に努める。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  ９    

・苦手なことにも

こどもに合わせ

て取り組んでく

れる。 

・得意なことはど

んどん伸ばしてく

れる。 

・満足です💮 

・いつもありがと

うございます。 

今後も利用者様及び

保護者様のご利用日

の変更や追加利用の

変更などの様々なご

要望に極力お応えで

きるように努めるとと

もに、満足度の上がる

工夫した支援を提供

できるように努めてい

く。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


